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NY マーケットレポート（2018 年 9 月 13 日） 
 

 

出所：SBILM 
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NY市場レポート 

 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、序盤に発表された米消費者物価指数が市場予想を下回り、伸びが鈍化したことを受けて、ドル

は主要通貨に対して下落した。一方、ユーロはドラギ ECB 総裁が景気の先行きに楽観的な見通しを示したこ

とを受けて、堅調な動きとなった。その後、通商合意を成立させる上で中国は米国よりもプレッシャーを受

けているとのトランプ米大統領の発言を受けて、ドルは下げ幅を縮小した。また、米主要株価が上昇したこ

とも加わり、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 

トルコ政策金利発表 

1 週間物レポ金利 24.00％（予想 21.00％・前回 17.75％） 

トルコ中銀は、金融政策委員会で 1 週間物レポ金利を 6.25 ポイント引き上げ 24.0％とし、エルドアン大統

領の利下げを求める発言にもかかわらず、予想以上の大幅利上げに踏み切った。この結果を受けて、トルコ

リラは対ドルで約 4％上昇した。エルドアン大統領は政策金利発表前に、金利を引き下げるべきだと発言。

また、国内での取引での外貨利用を制限する大統領令も出していた。 

 

出所：Bloomberg 
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出所：総合分析チャート 

 

英国政策金利発表 

英政策金利  0.75％（予想 0.75％・前回 0.75％） 

英中銀は、主要政策金利を 0.75％で据え置いた。8 月に景気の底堅さを背景に利上げに踏み切ったばかりで、

効果を見極めたいとの思惑もあった。また、国債を買い取って市中の資金量を増やす量的金融緩和の資金枠

も 4350億ポンド（約 63兆 4000億円）を維持した。英国の EU 離脱交渉の不透明感が強まる中、追加利上げ

は早くても離脱予定の 2019 年 3 月末以降になるとの見方が多い。   

 

出所：Bloomberg 
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ユーロ圏政策金利発表 

欧州中銀 政策金利 0.00％（予想 0.00％・前回 0.00％） 

上限政策金利[限界貸出金利]  0.25％（予想 0.25％・前回 0.25％） 

下限政策金利[中銀預金金利]  -0.40％（予想 -0.40％・前回 -0.40％） 

 

出所：Bloomberg 

 

ドラギ ECB総裁～定例会見 

・インフレの目標値への収斂、QE終了後も継続する 

・保護主義、新興市場のリスクが顕著になった 

・ECB、再投資の方針は議論しなかった 

・オペレーション・ツイストは議論しなかった 

・ECB はオペレーション・ツイストについて議論せず 

・年内にあと２回の ECB会合があると指摘 

・政策委員会はキャピタル・キーが原則的な指針であり続けるという点でほぼ全会一致 

・基調的インフレの指標は引き続き総じて弱い 

・域内のコスト圧力は強まり、広がりを増している 

・インフレ見通しの不透明性は後退 

・基調的インフレは年末にかけて上向き、中期的に徐々に強まるだろう 

 

 



 
                                           

5 

主要な米経済指標結果 

8 月消費者物価指数（前月比） 0.2％（予想 0.3％・前回 0.2％） 

8 月消費者物価指数[コア] 0.1％（予想 0.2％・前回 0.2％） 

8 月消費者物価指数（前年比） 2.7％（予想 2.8％・前回 2.9％） 

8 月消費者物価指数[コア] 2.2％（予想 2.4％・前回 2.4％） 

8 月の米消費者物価指数は、市場予想を下回ったものの、前月比で 5 ヵ月連続のプラスとなった。エネルギ

ーと住居費の上昇が押し上げ要因となった。前年比では+2.7％となった。前月比の品目別では、エネルギー

価格が+1.9％、住居費が+0.3％、食品価格が+0.1％。 

 

出所：Bloomberg 

 

出所：Bloomberg 
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新規失業保険申請件数 20.4 万件（予想 21.0万件・前回 20.3万件） 

失業保険継続受給者数 169.6 万人（予想 171.0万人・前回 170.7 万人） 

米失業保険申請件数は、前週比-0.1 万件の 20.4 万件となり、1969 年 12 月 6 日までの週以来 48 年 9 ヵ月ぶ

りの低水準となった 。申請件数の 4週移動平均は、前週比-0.2万件の 20.8万件となり、これも 69年 12月

以来の低水準となった。また、集計が 1 週遅れる失業保険継続受給者数は、前週比-1.5 万人の 16.96 万人。

受給者数の 4週移動平均は、前週比-8250人の 171万 1250人だった。受給者比率は、前週から変わらずの 1.2％

だった。 

 

出所：Bloomberg 

 

米主要株価は上昇、S&P500は 4営業日続伸 

米株式市場は、米国と中国が貿易協議を再開するとの期待が高まり主要株価は買いが優勢となった。ダウ平

均株価は、序盤から堅調な動きとなり、一時前日比 192 ドル高まで上昇した。 その後はやや上値の重い動き

となり、147ドル高で終了した。一方ハイテク株中心のナスダック、S&P500も堅調な動きとなり、S&P500 は

4 営業日続伸となった。 
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出所：Bloomberg 

 

出所：データを基に SBILMが作成 

 

提供：SBI リクイディティ・マーケット株式会社 

お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について

は万全を期しておりますが、その内容を保証するものではありません。 また、これらの情報によって生じたいかなる損害につい

ても、当社および本情報提供者は一切の責任を負いません。 

本レポートに表示されている事項は、投資一般に関する情報の提供を目的としたものであり、勧誘を目的としたものではありま

せん。投資にあたっての最終判断はお客様ご自身でお願いします。  

 


